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JARPA調査において採用されている

ランダムサンプリング法と今後の課題

ーより代表性のある標本の収集を巨指して一

しはじめに

戦後得隠された南極海における我が国の商業

捕農家は、 1982年の!WCにおける商業捕鯨モラト

リアムの決定を受けて、 1986/87年漁期をもっ

て停止しています＠このモラトリアムの決定に

おける章受大の走塁由は、それまでに収主義されたデ

ータ及び解析結果に科学的な不確実伎が存在す

るため、十分な総資源、の管遼が実施できないと

されたからでした。

これを受けて、日本国政府は条約第8条に基

づいて荷緩海において捕獲を伴う鯨類調査を実

施し、これらの不確実性に関わる新たな科学的

な情報の収録と解析を行い、生物学的特性値な

どの有益な綴報を提供することによって鯨類の

資源管理に寅献することを計額しました

(Government of Japan, 1987）。この認査は

1987/88年から 2回の予繍調査を経て、

藤瀬良弘（臼本鯨類研究所）

1989/90年から本格的な認賓が繍始され、現在

に去っています。この調査は現:tfJARPA~調査

(lapanese Research frogra血 underSpecial 

Permit in the An阻retie：ジヤルバ）と略称して

います。

この調査では、それまでの利潤追求型の鯨捕

獲方法（より大きな、より太てZたクジラを効率

的に捕獲するために、バックアイス周辺で操業

し、結果として主に成熟した磁の個体に偏って

いた）を全蕊約に廃して、率前に定めた調査コ

ース上で発見された鯨群を対象として、その群

れの構成頭数から乱数をひいて無作為に捕獲す

るといった方法で標本個体を決める方式を用い

ています(Ka加 etal., 1989）。

この調査の年次計画警は、毎年開催されてい

る国際誠意車委員会科学小委員会（!WC/SC）に

報告し、 SCメンバーからのコメントを受けて

調査方法の改良に努めていますが、その一方で



16年間という長い調査期間の聞を｝定のレベル

で調査・解析する必要があり、それらの能力を

維持する努力も必妥となっています．そのため

には、 1世代のみならず2～3世代にわたる謁

査員に一定の調査能力を維持させる努力を払う

必要が生じています。

本報は、 JARPA調資で採用されてきたランダ

ム・サンプリングの理論と方法及び実際、その

後の試行点・改良点を概説し、さらに本調査が

収集してきたデータを吟味するために！WCが

1997年 5月に開催した「JA丑PAレビュー会合j

での審議結果の概要と指摘を紹介し、それらの

議論を受けて現在取り組んでいる課題と今次調

査で予定している「サンプリングの改良に隠す

る予備調査」の内容などについて紹介します。

2. JARPA認査の概要

JARPA調査は、 1987/88年と1988/89年の2

回の実行可能性調査を経て、 1989/90年よリ本

格的な調査を開始しました。この調査は16年に

もおよぶ長期計画です。本格調査では衛極海の

第IV区と第V区の全域を対象として、毎年交If
に調査し、これまでに10悶の本格調査を終了し

ています。標本数はIV区（またはV区）でミン

ククジラ300頭士10%を闘機として採終調査

を行ってきました。しかしながら、近年の

mtDNAのRFLPの解析から、 IV区とV区には

各々個別の系統群が分布するとのこれまでの

!WCにおける怒定を捜し、これら 2つの海区に

またがって分布する一つの系統群（コアストッ

ク）が存在するという結果が符られ、この系統

群の東闘方向への分布の広がりの程度を認ベる

必要が生じました（Pasteneet al., 1996）。この

ため、 1995/96年からは従来のIV区の調査に加

えて、さらにIII区東半分（または翌年からはV
区の調査に加えてVI区西半分）で100頭±10%

を問機標本数として鯨体の採集を行っていま

す。従って、現在の目標擦本数は400頭±10%

です（Govern皿entofJap四， 19宮5）。

このJ組 PA調査は現在4つの主要な図的を持

っています。これは、 I ）きを滋管理に有用な南

極海ミンククジラの生物学的特性値の推定、 2)

南綴生態系における鯨類の役割の解明、 3）潔

主主研通信

機変化が鯨類に与える影響の解明、 4）ミンク

クジラの系群構造の解明、です。現在、これら

の主目的の下で調査を進めています。

J政 PA調査は大きく言って目視認査と採集謁

査から檎成されており、目視調査からミンクク

ジラの資源蚤の動向を、また採集した鱗体の調

査から生物学的情報を得て、資源盤推定値によ

る標本の代表性に関わる補正を行って、資源に

おける生物学的特性｛患を推定するように設計さ

れています。

では実際の調査がどのようにして行われてい

るか、自視蓄電査と採集調査に隠して基本的な調

査総造を説明します。

2. 1調査海域と弱査コースの設計

調査海域と認査コースの設計については、過

去の航海報告などで詳しく報告されています

が、本題のランダム・サンプリングにも大きく

関わっているために、ここでは、特にランダ

ム・サンプリングに関わる点について重点をお

いて説明します。
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2. I I認査海域

JARPA認査がこれまで総統的に調査してきた

海域は、南極海のIV［互（東経70度から東経130

度までの閲）とV区（東経130皮から西経170度

までの筒、但し南終69皮以南のロスi揮では西経

1601Ji'まで）で毎年交互に調査を行っています。

この調査海域の北側境界は、原則として溺終60

皮綴です（但し、 1989/90年と1991/92年のIV

区の前期西側調査では、 E霊:31:前の調査となった

ためパックアイスが縫変の時期よリ北側まで分

布しており、北側境界線（南終60皮）までの距

畿が300マイル未満となったため、古書主主海域の

面積を確保する目的から北側筏界線を 2度シフ

トして南終日度線として調査しました）。これ

より北側の海域は、過去には南終55皮までの区

域で採集調査を実施しましたが、現夜では南終

20皮以南の海域を対象にして南極海までの往復

航を利用して目視調査を行っています（松岡，

1998）。

ミンククジラは索餌場である南綴海では均気

に分布するわけではなく、盛変である 1月から

2月の時期には特にバックアイス周辺に集中し



第402号 1999年 6月

て分布しており、その沖合にはまばらにしか分

布していないことがこれまでのIWC/IDCR調査

などから切らかにされています。このような分

布特性を持つミンククジラ資源から代表的な標

本を得て締皮の高い援定を行うために、ミンク

クジラの不均気な分布を効率良くカバーするた

めに、分布の特性にあわせて諮査海域を悶化し、

各小海域ごとに適切な翻査コースを設計して調

査しています。

従って、議主主海域は、基本的に東西に2つ、

南北に2つの合計4つの腐に腐化し、さらに、

N区では南西部にプリッツ泌を有していること

からこの海域を独立させて、合計5つ海域に感

化して調査を行っています（V区のロス海は南

東海域として図化している）。この東西の境界

は、 N区では東絞100度線を、 V区では東経165

度線を基準にしています。また南北の境界線は

基本的には氷縁からの距縫にま毒づいて設定して

います。すなわち、南部海域はバックアイスか

ら北側45マイルまでの海域とし、北部海域はこ

れより以北の海域としています。しかしながら、

プリッツ袴海域（南島幸節度以南で東経70皮から

80皮までの海域）やロス海を含むV区F首都東海

域（東経165！！！＇から調査海域の東側境界線まで）

などの海域ではI有終66.皮綴（プリッツ湾）と南

総69皮綴（ロス海）を境界線としています

(Fujise et al., 1990, Kas四国白uet al., 1991）。

従って、以下に示すような小海域に分けるこ

とができます。

N区

沖合域：北部京、北部商

氷縁域：南部束、南部商

j埼部域：プリツツ湾

2.1.2調査コース

V区

北部京、北部商

南部活

階部東（ロス海）

調盗は、キャッチャーボート裂の綴本採集紛

を芸評誌に設定した調査コース上に配置し、航行

しながら行っています。調資コースは、基本的

には調査海域内のどの地点も伺じ機率で調査さ

れるように、無作為に設定します。認査コース

の形は概ね以下のようなものです。

沖合域ではジグザグ裂で、基本的には4本か

ら5本のレツグ（調査コースを檎成する単位、

山形の認資コースは2本のレツグで檎成され

る）から成る形をしています。調査開始点l立、
北側境界での変量i点を無作為に決め、これから

等間隔に変針点を設定して、これらを結ぶこと

により、調査コースが自動的に決まるように設

計されています。この調査コースの形状はrwc
が実施しているIDCRやSOWE闘郎毎などでも適

用されている方法です。

氷縁域は直魚三角形の形状をした調査コース

をとり、基本的には氷縁を主主点、としてここから

爽北（方位360皮）に45マイルまで北上軍司王室し、

この45マイル点から経皮4皮前方に予想される

氷縁点（仮基点）に向かって斜めの語審査コース

を引いて調査を縫紋します。もし、この仮装点

に透しでも氷縁がなかった場合には、調査を中

断し、この経皮線上を南下して氷縁を確認しま

す。磁認された氷縁を主主点として再び北上コー

スをとって調査を再開します。また、もし仮基

点に到着するまでに氷縁に巡過した場合は、調

査を中断して、その氷縁際を移動し、仮基点の

位置する経皮線まで遼した点を次の基点とし

て、調査を再隠する方式を採用しています。従

って、氷縁の分布はこの調査コースの設計に大

きな影響をおよぼすことになります。

i曹部主主では、 N区のプリッツ湾海域では、氷

縁調査などによってi埼の形状を把握した後に、

無作為に東西方向に平行する2本の調査コース

を設定し、これを基本として調査しています。

一方、 V区の南部東海域（ロス海）では、 180

皮と商経170皮の経度線でさらに東西方向に3

腐に分け、各腐毎に伺磯率となるよう無作為に

ジグザク状の脅審査コースを設定します。

これらの方法で設定された調査コースを「メ

インコースj として、この左右Jこ9マイル平行

に引いた線をサブコース（A,B）として合計

3本の調査コースが設計されます。従って、

JARPA調査における章者盗コースは fメインコー

スJを設定することによって自動約にサブコー

スを合む調査コースが決定するように設計され

ています。

-3-

2.2自視調査

目視調査は、上記で述べた調査コース上に3

1長の問視採集船を配援して、このコース上を定

速（11.5～12.0ノット）で航行しながら探察す



る方式で行われますo JARPA調査で採用されて

いる呂視調査は主としてミンククジラのみに接

近する限定銭近方式を採用しています。

問視調査では、語審査コース上で探索中に発見

されたものを一次発見といい、主としてこの発

見情報が資源盤縫定などの解析に用いられてい

ます。またこのような探索活動中以外の作業中

（例えば、一次発見した鯨に接近している途中

に発見された鯨群や採集活動中など）の発見は

付属的な発見であるため、二次発見として一次

発見とは区別して記録します。

調査コースかち3マイルの範殴内で一次発見

された鯨群が、その発見の手がかり（たとえば、

プローや体）からミンククジラの可能性があっ

た場合には、その群れに接近します。 0.2マイ

ルま:r:接近しながら、ミンククジラかどうかの

確認をしますが、ミンククジラであればその群

れを檎成する頭数を確認し、またそれぞれの個

体の体長を海上から推定します。しかしながら、

海の中のクジラは群れの中で栂互に入り乱れて

泳いでいるため、頭数自身を確認するのも大変

な作業で、特に敏縫に泳ぐ個体では30分以上も

かけて確認する場合があります。この確認作業

が終了した後に、採録の対象の群れであれば、

追尾して採築します。

接近中にミンククジラでないことが判った溺

合やミンククジラであっても確認のみを行う群

れであった場合、また採築対象個体への採集活

動が終了した場合は、その場所から元の調査コ

ースヘ45.皮の角度で復帰するコース（復帰コー

ス）を設定し、その復帰コースから問視調査を

再開します。しかしながら、終了点、がその鯨群

を発見した待の位霞より後方になった場合に

は、復帰しながら調査すると璽後調査となるた

め、この場合には目視調査を行わずに、発見時

の位霞まで移動して、目視調査を再開します。

2.3.採集調査

接近の対象となったミンククジラの若手れは、

通常の場合は採築の対象でもあります。採集活

動は、上記で述べたように目視Z調査における鯨

種と頭数の確認作業が終了した後に行います。

採集対象の群れであれば、追尾して採集します。

しかしながら、この採集作業も簡単ではなく、

車車研通信

簡単に採集できる個体と 1時間以上かけても採

集できない個体がいます。無作為に擦本採集す

るためにはこのような性質に依存しないように

採集しなければなりません。そのため河能な限

り採集対象として選んだ個体の採集に努力しま

す。採集対象とする個体の選択は、群れの左前

方から右後方に向かって、 1番から閣に番号を

付けて、群れの大きさ毎に予め準備した乱数列

表によって、採集対象とする個体を選択します。

J総 PA調査では、この採主義対象とした鯨群か

らl～2援のミンククジラを採録しています。

しかしながら、このように発見した全ての群れ

を対象として採集を続けると、限られた綴本数

では海域全体から溺遜なく採集することができ w〆

ず、結果としてミンククジラが密集する海域に

おいて採集することとなって、他の海域での採

築活動に影響を与えることになリます。このた

め、そのような場合は採集の対象を l群おきに

するなどの採録隠隠の認整を行っています。

lつの群れからの採集数は、 1991/92年まで

は、群れの関の情報と共に、群れの内部の綴殺

を得るために、 l群から2頭までの倒体を採室長

する方式を採用してきました。しかしながら、

より広い海域の多くの群れから生物情報を得る

ために1992/93年からはI群から 1頭を採録す

る方法に変更して現在に至っています(Fuji田 et

al., 1993）。

綴本採録にあたる紛（目視採集船）は、

1988/89年からは3主主を使用してきましたが、

IWC/SCのメンバーから問視調査へ努力を払う

べきであるとのコメントもあって、 1991/92年

調資では南部海域では困視採集紛の 1！皇を目視

専門船として巡用し、また翌年からは民視専門

船を全海域に拡大して実施しました。また、

1995/96年からは新たに l鐙を増船して巨視専

門紛として返照することになり、再び3！主の目

視採集船で採集活動を：行うことになって現在に

至っています。
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また、季節変動を明らかにする目的から、

1989/90年の本格調査から1991/92年までの調

査では調査海域全体を2度認査するように設計

され、また1992/93年から1994/95年までの調

盗では季節変動を明らかにするために調査海域

のl部の海域を3問調査する方法を採用して行
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いました。これらの反復調査は1995/96年から

は系群構造解明のためにIII区やVI区での調査

に移行しています。しかしながら、来遊盛期で

ある 1月から 2月のIV区とV区を対象とした全

域調査は、本格調査開始時から一貫して実施し

ています。

採録音電査は、南極海のミンククジラを対象と

して採集され、普通裂に加えてドワーフ型を採

集してきましたが、 1993/94年からは普通型の

みを対象として採集活動を実施しています。こ

れまでの調査により、 III区で220頭、 IV区で

1,875頭、 V区で1,875頭及ひ'VI区で170鎮の脅返

型ミンククジラと、 16頭のドワーフ型ミンクク

ジラを探主義し、語審査毘約に応じたデータの収録

と標本の採集を行っています。

3. JARPAレピュー会合

1997年5月に開催された］ARPAレビュー会合

は、通常の年次会合ではJARPA調査の結果につ

いて十分な懇談ができないことを理由に開催す

ることを!WC/SCが決定し、日本がホスト園と

なって関催した会合であり、 9カ閣から40名の

研究者によって、 J紙 PA調査から得られたデー

タの盤や貿、また解析結果などが審議されまし

た。この結果、 ］ARPA調査は16年計画の長期計

留の下に実施されているため、調査目的の遼成

については未だ明確ではありませんが、いくつ

かの研究の分野や笈献のあったことが認めら

れ、データの笈の高さが評価されました。また、

伺特に未解決の問題のあることも指摘されまし

た(IWC,199η。
その年の秋に開催された第49国!WC/SCで

は、JARPAレビュー会合の審議結果が報告され、

今後検討すべき課題が下記ように特定されまし

た(IWC,1998）。

資源致推定

I 資源致推定のバイアスを補正するための

方法の関発

系群檎造

2.系群の定義

3 共分散として群れサイズを考躍した

mtDNAデータの統計解析

4. JARPAミンククジラ標本での核DNAの予

4詩的研究

5. 荷半球の低繰皮域からのi壁伝分析用の生

物学的擦本収集の努カ

6. 外部形態データの解析

7. W区とV区における（持空間的な）資源域

界の検討

生物学的特性値

8. 桜み分け分析

9. 生物学的滋源における生物学的特性値の

再計算

海洋生態系と環域変劾

10. メソ・スケールでの調査設計

これらの課題は、関係者向で協E議されて、検

討作業が進められており、その進捗状況は、毎

年の!WC/SC会合で報告されています。

また、第49図年次会議では、さらにサンプリ

ングバイアスと擦本の代表性について追加懇

談されました。特に、問題となったのは過去の

商議捕鯨サンプルの利用と擦本代表性に関する

サンプリング方法で、後者については、ノルウ

エーのシュウェーダ一博士より改良案が提案さ

れました（Schweder,1998）。これらの課題の

うち、商業捕鯨時代に採集されたサンプルにつ

いては水産庁迷洋水産研究所が現存する試料の

確認作業を行って、そのリストを!WCに提出し、

過去の綴本を用いても補充できないことが明ら

かになっています（Yoshidaet al., 1998）。また、
サンプリング方法についてはご実施密からの検

討を行ってきましたが、その実行可能性と周辺

情報を収後する問的から1998周年JARPA調査

において予備実験として実施することを計聞し

ていました（Governmentof]apan, 1998）。
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次に、シュウェーダー博士が提案した改良採

集方法を紹介し、 1998/99制服PA調査で計図

していた予備調査の内容を説明します。

4.改良サンプリング法

J組 PAレヒ’ュー会合て’指摘されたJARPA調査



が現在採用しているランダム・サンプリング方

法におけるバイアスは次の2点です。

1 ) 限られた期間内に調査海域全体をカバー

するためには、 1 13に進む綴低の距離

（進出距離）を設定して調査する必要が生

じました。しかしながら、この進出距離

のために、クジラが密集する高密度海域

ではその縁辺でのみ翁査を行ってその日

の調査が終了し、進出距離の未消化分を

夜間に移動することになるため、結果と

して、高密度海域の中心部を調査せずに、

低密度の海域での調査に偏る可能性があ

ります。

2）現行の 1群から l践を採集する方法では、

結果的に群れサイズの小さい群れに偏っ

て採集していることがあげられます。

このことは、収集された様本が全体としては

ランダムサンプルではないことを指摘していま

す。しかしながら、これは日本が当初から説明

しているように、発見率はより大きな群れほど

発見されやすく、また小さい群れからの綴本ほ

ど抽出率が高いなどのデータの性焚から2段サ

ンプリングとしてみなすことができ、これを資

源掻推定値による資源からの抽出率及び群れサ

イズ別の平均によって、資源の特性｛症を推定す

る方式を設計しており、これにより必ずしも擦

飯研通信

本がランダムサンプルである必要はありませ

ん。

これに対して、シュウェーダ一博士の提案し

た改良方法は、採集間関、進出距隊及び隠別の

採集方法の3点にポイントがあります。

( 1 ）採集閲縞

改良採集方法における群れサイズ別の採集聞

編の設定方法を表1に示しました。まず、これ

までのJ組 PA詞衰のデータ全てを用いて群れサ

イズ別発見率（ps）を決めます。南極海ミンク

クジラの場合、 l頭群が多く、若手れサイズが大

きくなるにつれて数が少なくなり、 10頭以上の

君事れはかなり少ないと予想されます。この発見

率と定数Fから群れサイズ加の採集間隔を決め

ます。例えば、 5頭群から毎群を採集するとし

た場合（オプションA）では、 F*5/p5が1とな

るので、定数Fは p5/5となります。この値を

用いて各群れサイズの採集問腐を決めます。例

えば、 5頭群から毎群採集することとすると 1

頭群からの採集間隔は (p5/5)*1/plとなり

ます。仮にこれが1/3になると、 3群に l群を

採議の対象とします。このような場合に、 3群

のうちどの群から採集するかはランダムに決定

することになります。また、例えば、 6頭以上

の群れの発見率は非常に小さいので、それ以上

の群れサイズの群れからは、群れから2頭を採

表 1.改良採集方法による群れの採築間隔の決定方法について

若手れ 群れの 予怨される 採集間隔

サイズ 発見率 群れ毎の ::tプション オアション

(ps) 採集数 A B 

1 pl (1/pl）本F (p5/5)/p1 (pl0/10)/pl 

2 p2 (2/p2）本F (p5/5) /p2 (p 10/10) /p2 

3 p3 (3/p3）本F (p5/5) /p3 (p 10/10) /p3 

5 p5 (5/p5) *F (p 10/10) /p5 

10 pl日 (10/plO）本F (p5/5)/p10 

s ps (s/ps）本F (p5/5)/ps (pl0/10)/ps 

ps: 群れサイズlJlj発見率 （これまでのデータ全てから計算する）

F: 定数

Option A: 5頭群を毎群採集する場合の各群れサイズの採集隠潟

Option B: 10頭群を毎翼手採集する場合の各群れサイズの採集鶴橋
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集するなどのオプションを予め設定しておきま

す。

( 2）進出距離

J総 PAレビュー会合でも指摘されたように、

進出距離の設定によって高密度海域をスキップ

する鏑りの問題が指摘されており、この方法で

は進出距離は一切設定しないことを提案してい

ます。従って、夜間の移動はまったく行わない

ことになります。

(3）燭別の採集率

JARPM調査では、調査海域は南北に感化され、

その調査コースの設定方法も異なっており、分

布裁の多い南部海域で密度の高い調査を行うよ

うに認査コースが設計されています。採集向隔

を決める際には、そのような競査密度の違いも

考燈して設定します。すなわち、北部海域のト

ラックライン密度が南部海域の1/2倍ならば

（図 I）、北の定数FNI立、 1轄のおの2倍、すな

わち FN=2*Fsとするということです。

この提案がなされた以降、上述したようにこ

の方法に対して理論面・実行部から検討を行っ

てきました。すでに述べたように目視調査によ

る鮪類の発見には上記のような特徴があるた

め、 Eを滋を代表するような発見率を求めること

が華華しいため、実行可能性の点から問題が指摘

されています。このため、このサンプリング法

を代替法としての有用性及び実行可能性を具体

的に検討するため、 1998周年J成 PA調査では、

調査海域の一部海域で予倣調査として実施し、

これらのデータを収集することを計画しまし

た。

5. 1998/99年調査で計画された
予備調査

1998/99年Jl四PA調査では、このシュウェー

ダ一博士が提案した改良方法が理論返りに機能

し、現行の採集方法に代るものか否かを検討す

るための情報を収集するために、予備調査とし

て実施することを計画しました。

これに先だち、このサンプリング方法につい

て国内で検討しましたが、この検討会において

もシュウェーダ一博士の提言している理論の原

点である発見率については、 JARPA~輔の立案
時からの懸案事項であって、これを求めること

自体が困難であるとの認識が再度確認されまし

た。しかしながら、一方ではこれが可能となれ

ば、 Jl四PA調査の持つバイアスの除去に有用と

なることから、 1998/99年の予徽調査では、シ

ミュレーションによってその有用性を検討する

ために、採録個体の分布や採集倒体の生物学的

特性値並びに実行商での問題などのデータ収集

を行うことを目的として、実施することになり

ました。なお、懸念とされる発見率については

図I.識査海域における南部北部海域の調盗コースの形状と密度。
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これまでのJARPA調査データに有効探索隠など

のデータを負荷して縫定して用いることにしま

した。

具体的な調査方法は以下の巡りです。

調査海域：南部西海域全域を対象とします。

調査コース．現行の調査方式を採用し、メ

インコースとサプコースの3本とし

ます。

進出距障壁：進出距畿を設定しない。従って、

夜走りはしません。

各船間の前後間隔の調獲：なお、調査コー

スの未認査部分を綴カ少なくするた

め、 3~主の配径と日中の動きについ
ては、先行する紛が先行し過ぎない

ように、最高尾の採集紛よりある一

定の距量産以上前に出た場合l立、その

場で潔治待機するなどの認整します。

調査期間： 14日間（最大18日間）とします。

実行面からは限られた調査期間内で

消化できるか否かも重要な問題です。

キーポイントは消化できた距離で、

鯨研通信

これは鯨若手の発見などに依存して決

まることとなリます。計画と実行結

果を比較検討する必要があります。

採集方法・提案されたサンプリング方法に

基づき、表2に示したような群れサ

イズ別の採集間隔及ぴ l群からの採

集数を設定し、これに基づきサンプ

リングを行います。

採集間隔：群れとぱしの数に含める鱗群は、

現行調査における f確認作業（0.2マ

イル以内での群れの構成績数の確認

と各個体の体長の推定）が終了した

群Jとして、確認できなかった群れ

についてはこの数に含めません。採

集間隔を決める群れの百十数は、母船

で行い採集する群れを決め、問視採

幾船に指示します。

採集個体数・採芸員数はこれまでの実綴の綴

本数をおおよその毘安として設定し

ます。

目筏専門船．目視専門船は採集活動のE容器塁

表2. 19鈎／99年JARPA宮司王まの予備調査での計図した群れサイズ別の採集隠隔と様本採集数。

群れ 予想されるミンクウジラの発見 2）発見率 3) 捻定 採築 採集 採集

サイズ群数（目）頭数 倒体数 間持者 間関 寝室体数

計算値 4) （若手） （磁）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

22 ( 28.8詰）

14 ( 18.4詰）

13 ( 17.3詰）

7 ( 8.7覧）

7 ( 8.8覧）

3 ( 3.8% ) 

1.7目

3 ( 3.8目

1.1百

22 0.2 112 0.281 

29 0.3 95 0.374 

40 0.4 101 0.421 

27 0.6 45 0.374 

34 0.8 43 0.351 

18 18 0.337 

9 9 0.393 

24 24 0.449 

7 7 0.505 

140 1.123 

q
u
q’h
n
£
9
h
q’ι
q
L
9』

／’
f

’J

’
r
’’，
f

，J
J

J

 

1

1

1

1

1

1

1

 

10+ 6 ( 7.6也） 140 1 

合計 78 ( 100百） 351 594 

1) 1992/93年及び1994/95年のsvモード調査のデ－?iiこ基づき計算した。

2) 1992/93年と1994/95年の調査日数（16と17日間）の平均健（16.513）を1413問穏当に換算した。

3）横距離2マイルまでのデー告を用いた群れサイズ~IIの有効探索幅（w）から推定した。

4）目標探築数本群れサイズ／発見率／全個体数／採築成功率（且8）で算出した。なお、採築成功率は

1群から1顕捕獲する犠合にはBO百とし、 1群から2頭捕獲する場合には、 lilii聞はBO話、 2頭目は45誌として

計算した。
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を受けないように調査紛聞に先行し

て罰視認盗を行っていますが、本調

査では採集活動と比絞できるデータ

が議委となります。このため、予儲

調査を実施している期間は目視専門

鉛を可能な限り調査船回付近に配援

するようにして、肉時に目視データ

の収集を行います。

6.おわりに

ここで紹介したシユウェーダ一博士の提案し

た改良サンプリング方法は、 1998/99年JARPA

語審査において予備調査として実施することを計

画していました。しかしながら、調盗母紛日新

丸が語審査海域に向けて航行中に火災苦手放を起こ

し、ニューカレドニアでの応急修理のあと日本

に戻ってドックでの復旧工事を行い、予定より

7週間選れの本年初めに再出港し調査に従事し

ましたaこのため、この予謀者調ままは実施出来ず、

次回までその実施が見送られることになりまし

た（Nishiw必d,et al., 1999）。

上述したように、この改良方法は多くの利点

を合んでいますが、その実現には多くの検討事

項も山綴しており、本格的に採用するまでには

シミュレーション実験を含む検討が必要であろ

うと指t寵されています。残念ながら1998/99年

調査では実施できませんでしたが、来年の実施

に向けて、さらに謀、怒の検討を進めて準備する

予定にしております。

また、これまでのサンプリング方法について

は、 2段サンプリングの擦本としては有用であ

るものの、その推定方法に用いる補正値にバイ

アスのあることが指摘されており、現在、特に

ま還潔解析法の改良方法について関発作業を進め

ています。ここには従来のデータ解析における

居視専門船と目視採集船の推定艇の遠いなどの

比較検討から、時空間モデルを用いたシミュレ

ーション解析による検討などが行われていま

す。

将来はこれまでの調査方法の補足開発と改良

方法での結果などを比較検討することによっ

て、資ill¥を代表する生物学的特性値の推定を行

う予定です。
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SC/50/RMP6 presented白血e!WC Scien世fic

Commit担e,April 1998 (unpublished). 2pp. 

世界の海洋における鯨類の食物年間消費量

回村

1.はじめに

現在世界の水殴には、 83穣類の鯨類が楼息す

ることが知られている（Rice,1998）。鯨類l立附

乳類の仲間なので、直接約に水混が彼らの分布

に影響することはほとんど無く、全世界の水域

に及んでいる。彼らは、 37℃の体混を保つため

に大査をの餌生物を消認する。鯨類はそれぞれの

生息海域での海洋生態系における高次補食者の

一員として食物連鎖の檎成に重要な役割jを担っ

ている。また、穏々の関係で漁業との結びつき

が強い。すなわち大部分の鯨類が、直接的に餌

として漁業対象の海洋生物を多翠に消革ました

り、間接的に漁業対象の海洋生物の餌生物を多

滋に消焚したりするなど、漁業活動と競合して

おり、近年、これに世界の注目が集まってきて

力、大隅清治（日本鯨類研究所）

いる。

この問題を考える慈礎として、世界の海洋で

の鯨類による食物年隠消霊堂E誌を算出することは

非常に重要であり、得られた結果は今後の世界

における漁業資源の有効利用を図る場合に有益

な情報となると考えられる。しかしながら、鯨

類の食物消捻致の苦手出には多くの仮定が必要で

あり、不足している情報も多く、笑露告に推定す

るのは悶難を極める。

今回は全世界を大きく北太平洋・北大西洋・

南半球海域（インド洋を含む）の3つの海域に

分け、 35穏の鯨類について、最新の資源議推定

値と 3通りの臼間摂餌盤推定法から、各海域で

の鯨類の年間食物i出塁塁盤の縫定を行った。

2.材料と方法

-10ー
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2. 1 j車類の資源翠、平均体重、生物翠

解析に用いた各車車種の資源盤は最新の十官報

を、平均体重は文献値を引用した。生物救は、

各鯨穣の資源盤と平均体震を掛け合わせること

により求めた。

2.2 臼間摂館蜜の推定

-13¥3りの摂鰐畿は、璽盤(kg)及び体璽比で

表した摂餌率の2J重りで示した。このうち摂餌

率はSergeant(1969）によって定義されたもの

で、生態系内の個体群に対する物録やエネルギ

ーの流れを論じる基礎になるものである。

近年では、“綴準代謝翠に基づく間接的な摂

鈍盤推定”の方法を用いて行われている研究が

多い（例えば、 Hinga,1979; Lockyer, 1981; 

Armstrong加 dSiegfried, 1991など）。今回は次

の3巡りの方法と各豊富種の平均体重を用いて、

各鯨怒の一頭、一日当りの摂餌盤を推定した。

方法・ 1 Innes et al. (1986）の露出式

これはInneset al . (1986)が、実際に餓育した小

型館類の摂倒率を再検討して臼隠摂餌f置を推定

した方法である。この方法は各鯨種の体璽から

一日当りの摂餌盤を算出するもので、以下の式

によって表される。現在、この式は大小さまざ

まな海産哨乳類の消J.<：！詮推定に用いられている

(Bo阻 er,1989; Armstrong加 dSiegfried, 1991）。

I= 0.42M0" ( 1 ) 

ここで、 Iは一日当りの摂餌怒（kg/day）、 Mは

各車京認の平均体護(kg)を示している。

方法.2 S沼urj6nssonand Vi kingsson 

(19自8）の弊出式

これはSigurj6nsson胡 dVikingsson(1998）が、

鯨類の基礎代謝滋に基づいて一日当りの必要カ

ロリ－：！裂を算出して臼閲摂餌盤を推定した方法

である。この方法も各鯨径の体震から一日当り

の摂餌換を算出するもので、以下の式によって

表される。

南半球のヒゲクジラ類

D= 206.25M＇抽； I=D/1,110.3 ( 2) 

北半球のヒゲクジラ類及びハクジラ類

D = 206.25M'"' ; I= D /l,300 ( 3 ) 

ここで、 Dは一日当りの必要カロリー盤

(kcal/day）、 Iは一日当りの摂餌盤（kg/day）、

Mは各鯨穣の平均体璽(kg)を示している。南半

球のヒゲクジラ類が利用する餌生物のカロリー

換を1110.3k＇叫ん g(Clark, 1980）、北半球のヒ

ゲクジラ類及びハクジラ室長が利用する鈍生物の

カロリ－：！設を 1,300kcal/kg (Steimle and 

Te口百10va,1985）とした。

方法 3 Klumov(1963）の推定

Klumov (1963）は、鯨類がその身体を維持する

ためには一日に体重の3.5%稜度の鰐生物が必

要であると推定した。

l= 0.035M ( 4) 

ここで、 Iは一日当りの摂鰐重量(kg/day）、 Mは

各鯨種の平均体震(kg）を示している。

2.3年間接鋲蜜の推定

3通りの方法で算出した日間綬鈍盤から、各

海域の各鯨種について365日分の摂餌f還を年間

摂餌滋として推定した。

3.結果

3. 1鯨類の資源翠、平均体重、生物量

各海域における各車車種の推定資源盤、平均体

璽及び生物撃を表lに示した。インド洋を含む

南半球海域では、鯨類全体の中でミンククジラ

及びマッコウクジラの生物盤が、それぞれ25%

及び37%を占めており、この2穫が卓越してい

た。また、アカボウクジラ科鯨類の生物盤も全

体の20%近くを占めていた。一方、シロナガス

クジラの生物盈は、全体の僅か0.2%に過ぎな

かった。

北太平洋では、鯨類全体の中でマツコウクジ

ラの生物滋が45%と卓越していた。一方、ヒゲ



クジラ類の中では、ナガスクジラが全体の 9%

を占めていた。

北大西洋では、鯨類全体の中でマツコウクジ

ラの生物議が64%と卓越していた。一方、ヒゲ

クジラ類の中ではナガスクジラとミンククジラ

がそれぞれ全体の10%近くを占めており、この

2種でヒゲクジラ類の生物盤の75%を占めてい

た。

3.2日筒摂館盤の推定

各海域における各鯨穏の日間摂餌f訟を、表2

に示した。方法 lの（1）式から算出した摂鈍

率は、 1.0%（体重83,000kgのシロナガスクジ

ラ：一日当りの摂餌盤829.9註g）から12.4%

（体璽40kgのスナメリ．問5.0kg）の縮図であ

った。

また、方法2の（2）式及び（3）式から3卒出
した摂餌率は、 1.6%（体霊83,000kgのシロナ

ガスクジラ：一日当りの摂飯盛1,320.1kg）か

ら7.1%（体丞40kgのスナメり：同2.9kg）の

範囲であった。

3.3年間筏餌蜜の推定

各海域での鯨類による年間摂鰐盤を、表3及

び留 lに示した。インド洋を合む南半球海域で

は、ヒゲクジラ類及びハクジラ類の年間授餌盤

はそれぞれ0.6～1.1億トン及び0.8～1.6倣トンで

あった。特に、ミンククジラの年間j首長主主遣はヒ

ゲクジラ類全体の62～72%、マツコウクジラの

年間消主主f創立ハクジラ類全体の50～63%を占め

ていた。

北太平洋では、ヒゲクジラ類及びハクジラ類

の年間摂餌盤はそれぞれ0.1～0.3j程トン及び

0.49～0.65億トンであった。特に、マッコウク

ジラの年間j背後盤は、ハクジラ類全体の29～
69%を占めていた。

また、北大西洋では、ヒゲクジラ類及びハク

ジラ類の年間摂餌盤はそれぞれ0.2～0.3億トン

及び0.5～1.0倦トンあった。特に、ミンククジ

ラの年間消3竜王設はヒゲクジラ類全体の37～53

%、マッコウクジラの年間消鐙盤はハクジラ類

全体の69～87%を占めていた。

3海域での鯨類の年間治資盤を合計すると表

4に示すように、 2.8～5.0悠トンであり、 ill：界
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の漁業による海洋での生E基盤（1994年で約

8,400万トン； FAO1997）の約3～6｛；音に棺当

した（図2）。

4.考察

本研究の解析に用いた各産車種の滋滋盤は、最

新の情報を取り入れたものであるが、調査海域

の大半がそれぞれの鯨種の生息域全域をカバー

していないので、それぞれの海域での全撃を滋換

を示しているわけではない。また、実際に生息

しているにもかかわらず、資源調査が行われず、

その結果、資源、盤の推定がなされていないため

に、解析に供されなかった鯨種も多い。前述し

たように、世界の水域には83種類の鯨類が桜息

しているが、本報告で扱った鯨種数はわずか35

穏に過ぎず、さらに毘視認査やその他の方法で

資源塾推定が行われている海域は世界の海洋の

一部に過ぎない。

南半球海域では、南緯30.皮以北の海域で近年

は鯨の資源盤語審査が行われていない。また、北

太平洋海域では北緯20.皮以南での資源盤調盗は

十分でなく、夏季に鯨の資源盤が多いと考えら

れるベーリング海においても録、の資源盤情報が

欠議している。北大西洋海域も陪様で、経j綴的

な問視調交が行われている海域はごく一部であ

る。インド洋海域に至つては、近年回復調査す

ら行われておらず、鯨類の資源重量は不明のまま

である。そのため実際の鱗類全体の資源盤及び

生物盤は、本研究で用いた値よりもかなり多く

なると考えられる。

また、 3巡りの計算方法で民間摂餌盤を算出

したところ、その値には2倍近い違いが認めら

れた。これは摂餌f誌を算出するために用いたパ

ラメータに起医するものであり、今後はこれら

一つ一つに対して出来る限り妥当な値を当ては

めていくことが必要であるう。更に、野生個体

の摂餌盤や摂餌率をこれらの結果に当てはめ

て、これらの方法で算出した体護をま基本にした

計算結果のiE当性を検証することが翠嬰であ

る。但し、その際には、算出した日跨摂査耳盤が

あくまでも l年の平均値であることを考慮しな

ければならない。

ヒゲクジラ類は、一般に冬季に中低緯度の溢
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E置な海域で繁濯やE南管中心の生活を送り、夏季

に銀生物の霊堂ii>;な高緯度海域で索鰐中心の生活

を送る。 l年を返して繁殖場と索鰐場開の大規

模回遊を行い、繁殖海域ではほとんど斜をとら

ないと考えられている。ということは、高終皮

海域では低終皮海域よりも年間の餌生物消焚盤

が多くなることが考えられる。例えば、体震83

tのシロナガスクジラの臼照摂餌盈は、今回の

(1）及び（2）式を用いるとそれぞれ828目9kg

及び1,320.lkgで、これは体璽のそれぞれ1.0%

及び1.6%に過ぎない。しかしながら、前述し

たようにヒゲクジラ類の大半は摂鈍時期とそれ

以外の時期で摂鍔盤は異なり、わずか100 180 

自の聞に年間摂鰐盤の80-90%の銀生物を摂取

し、それ以外の海域ではほとんど摂餌を行わな

いと考えられている(Lockyer,1981）。例えば、

田村（1998）は南半球産のミンククジラの摂餅盤

について、実際の認内容物翠の綬持変化とエネ

ルギー要求重量及び摂鰐期間中の体震の鳩加盤か

ら、期間中のミンククジラの日間接餌遜i主体重

のおよそ4%であることを明らかにした。詳し

くは鯨研返信の396号に紹介されているので、

そちらを参照されたい。一方、今図書事出した南

半球海域のミンククジラ（体翠7t）の日間摂

餌盈は、（1）及び（2）式を用いるとそれぞれ

158.3kg及び190.4kgであり、これは体重のそれ

ぞれ2.3%及び2.7%に過ぎない。従って、南極

海でのミンククジラの臼隠消重量盤や年間消費盤

を算出する際には、上誌のようなヒゲクジラの

特性を考癒して締正することが必要となる。ま

た、ヒゲクジラ類のみならずハクジラ類につい

ても、季節的な問遊や探査耳宝章の変動を明らかに

することが必要である。

今後更に海域や季節を細分化し、銀類の季節

回遊を考癒した年間消草壁盤の木目の細かい推定

を行う必要があるが、その際には以上の点に留

慈することが大切であろう。またそれ以上に限

定された海域の餌生物のi首長聖盤を推定する場合

には、その海域に分布するそれぞれの鮫穏につ

いて、季節毎の分布盤と利用している餌生物及

びその盈を試算することが璽妥であり、それに

は年間を通じた調査が必重きであろう。

近年、監事類と漁業活動との競合関係に注目が

集まってきている。例えば、北東大西洋の一部
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では、ミンククジラによって毎年63.3万トンも

のニシンが消挺されていると報告されている

(Folkow et al ., 199η。また、 Triteset al . (199η 

が、太平洋では餓類と漁業活動との直接的な競

合関係はいくつかの海域に限定されているが、

間接的な競合関係は十分に考えられ、これ以上

の漁業活動の拡大は出来ないであろうと指摘し

ている。

また、鯨類の多くl立、生息海域での鰐生物の

ま量的な変化に適応して食性を変化すると考えら

れる。例えば、 Kasamatsuand T間抜a(1992) 

は、三陵ー北海道沖のミンククジラの食性が

1965から1987年の聞に大きく変化したことを報

告し、 1968から1976年はマサバが、 1977年以降

はマイワシが主主要餌生物であったと紹介した。

また、 Tamu阻 etal . (1998）は、日本が北西太平

洋で実施している鯨類捕獲調査σARPN〕で得ら

れたミンククジラの腎内容物を調愛し、鍛近で

は主要餌生物がサンマ及びカタクチイワシに変

化していることを明らかにした。残念ながら、

季節的、海域的及び経年約な監事類及びその餌生

物の分布や資源盤の情報は現在のところ不足し

ており、鯨類と漁業活動との直接的な競合関係

を明らかにするためには十分ではないことが多

し、。

しかしながら、総類は人間の漁業活動との競

合関係のみならず、鯨類と鱗脚類、監事類と海鳥

類及び鱗類との閲で餌生物を巡る競争があり、

例えば南極海のロス海では、ミンククジラの治

資するナンキョクオキアミの盤が、同じ館を利

用しているカニクイアザラシやアデリーペンギ

ンのそれの数十倍にもなっていることが報告さ

れているσ町四回etal., 199η。

さらに鯨類内でも種間競争があると考えら

れ、その一例として南半球においてシロナガス

クジラが、捕獲禁止措授が取られてから30年以

上経過したにも関わらず、一向にその資源致が

回復していない要因のーっとして、前述の鰐生

物を巡るヒゲクジラ類の糧問競争があり、シロ

ナガスクジラと同じ様な食地伎を占めていてか

つ生息域が霊なっているミンククジラ偲体数の

増加の彩警警が非常に大きいためと考えられてい

る(K品四mura,1994占。

今回弊出した世界の海洋での鯨類による年間



食物i首旋盤は、世界の漁業による海洋での生産

盤の約3～6倍に相当しており、鯨類が少なく

とも熔トンの単位で海洋生物を消焚しているこ

とは明らかである。このことからも、鯨類が海

洋生態系に与えている彩畿は非常に大きく、水

産皇室？躍を巡る争いが、鯨類と人間を含めた多く

の生物との間に存在することが言えよう。ただ、

現状では限られた数種の鯨類を徐いて利用して

いる鰐生物が明らかではなく、また近年のミン

ククジラの調査から明らかなように鯨類は経年

約に利用している餌生物が変化している可能性

もあるため、過去の文献などの資料も用いる際

には注窓が必要となるであろう。

このように、世界の海洋での豊富類による餌生

物の年閲消霊堂盤をより正確に推定することは非

常に悶講義ではあるがE重要であリ、そのためには、

季節的、海域的及び経年的な鯨類とその餌生物

の分布や資源盤なども抱援することが必要であ

ろう。また、漁業や｛也の海洋生物と鯨類との競

合をより詳細に明らかにするためには、各海域

において各車車種がどのような餌生物を利用して

いるかを知ることが必要であり、その手段とし

て捕獲は伴うが胃内容物調査は極めて有効であ

ろう。加えて、人類が海洋資擦をより有効にか

つ持続的に利用可能するためには、鯨類のみな

らず鰭潤類などの海康晴乳量産を含めた海洋生態

系会体の管理を行う必要があり、それを世界線

綴で繍祭していくことが望まれる。
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（以上の引用文献は本文についてのみであり、

表1～3の引用文献については田村に問い

合わせられたい。）

表1.各海域の鯨類の推定資源盤、平均体露、生物盤

1・1.南半球海域（インド洋含む）

種類 資源盤 平均体重 生物盤 %。fto阻l 引用文献

（頭） （トン） （トン｝

シロナヵ・スクシヲ牟 6!0 83.0 50,630 0.2 Laws 1977, B国terwor廿ietal.19ヲ4

ピグミ－シロナカ．スクシ．ラ市 4,300 68.9 2%,270 1.4 Jchih虹混 1966,Bu問問。托hetal.1994 

ナカ’スクシ’ラ事 18，加。 48.0 864,000 4.1 Laws 1977, Butterwo巾 eta/.1994 

イワシクシ’ラホ 17,0叩 17.5 297,500 1.4 Laws 1977, Butterwo巾 etal. 1994 

ニ亨Fクシ’ラ 78，αlO 13.2 1,029,6{]0 4.9 Ol鳩山ni1981, IWC 1997 

ミンククシ．ヲH 761,000 7.0 5,327，ぽ刻。 25.3 Laws 1977, !WC 1991 

サ・トウクグラ＊ 15,000 26.5 397,500 1 9 Laws 1977, Buttenvotth et al 1994 

セミクγラ 5,616 55.0 308,880 1.5 Ohsumi創tdKasamatsu 1986, Carwar也ne1995 

ヒグクジラ類 8,571,380 406 

マツコウクγラホ 290,0叩 27.0 7,830,0叩 37.1 Laws 1977, Buttenvo抽出al.1994 

7カホ’ウクシ’ラ科鯨額料事 599，α）（） 7.0 4,193,000 19.9 C町、vardine1995, Kasama鱈U叩 dJ町田 1995

シャチ手事事 80,000 4.0 320,0佃 LS Evans 1987, Kasamatsu and Joy田 1995

ヒレナがコ’ンドウヲグラ場事事 2佃，回。 0.8 16{],0叩 0.8 Serg•曲目 1962, K田町 田tsu叩 dJoy田 1995

ゲンゲラカマイルカ判$ 144，凹0 0.1 14,4凹 0.1 Evans 1987. Kasamatsu阻 dJoyce 1995 

ハクジラ類 12,517,400 59.4 

鯨類合計 21,0掴，780 1岨 O

注釈 ＊ 南緯30度以南の推定資源盤

仲 南 緯60度以南の推定資源量

判事南緯50度以南の推定資源盤

zu 
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1-2.北太平洋

種類 海域 資源量 平均体Z生物量 今らof 引用文献

｛顕） ｛トン） （トン） t。ta!

γロナカスクシラ 1,600 69.2 110,720 14 NMFS 1991, Sigurj血S悶＇ MdVfld時S田n1998 

ナヵ’スクシ’ラ 16,625 42.3 703,238 9.1 NMFSl開LSigurj如＂叩曲 dVfldng•son 1998 

イワシタン’ラ 9,110 19 9 181,289 2.3 NMFS 1991, Sig吋加S田E 虹叫 Vfldng•抽t 1998 

エ夕日夕シラ 西側 21,901 13.2 289,093 3.7 !WC 1997, Shim•d•阻d Miy•mim 1貯7

ミンククν・ラ 黄梅一家シナ晦匂日本海 7,600 5.3 40,280 0.5 1WCl9制，Sig町如甥抽町、dViking闘 n!998 

オホーツク・酋太平洋 25,0叩 5.3 132,500 1.7 B"'k!Md eta／、I抑止Siguo加拙淘＂＂＂ V品<ing•悶＇ 1998

サ。トウタシラ 2，開。 31.8 63,600 0.8 NMFS 1991, Siguo加S由。“もdViking•悶＇ 1998

セミクンラ 200 55.0 11,000 0.1 Braham副話回目 1984,CMWMdi回目95

ホッキョククグラ ベーリング海 7,500 80.0 600,0曲 7.8 Roftery町xi""1991, c町田tdine1995 

コタクシ・ラ アメリカ系群 21,113 250 527,825 6.8 Btciwick" al. 19時，C町wordine1995 

ヒグクジラ類 2,659,545 344 

マツコ抑ン．ラ 西側 102,112 34.3 3,502,442 45.3 Kato 刷Miy"I曲 1開•， Sig明白也知n 削 Vfldnl!'oon I押8

ツチタン’ラ 西側 5,870 13.0 76,310 LO Miy•'1語飽 1990,c＂＂＂＂＇＂秘 1995

コピレコe：／ト’ウ Sou加盟f叩n 84,202 2.5 210,505 2.7 !WC 1993, C"""""'i田 l四5

Northern fonn 5,300 2 5 13,250 0.2 IWC 1992, CorwMdioo 1995 

，，キプンドウ 48,322 1.7 79,731 1.0 !WC 1993, Corwud;官 1995

ハナコンドウ 83,361 0.4 33,344 0.4 !WC 1993, Cuwordi田 1995

マイルカ 3,179,2曲 009 286,128 3.7 !WC 1992, CotwMdine 1995 

スンイルカ 1,485,900 。‘I 178,308 2.3 lWC 1992, CuwMdinc 1995 

マタ’ライルカ 1,782,0叩 0.1 178,200 2.3 !WC 1992, Cuwru廿i田 1995

ハシナカ．イルカ 1,582,200 0.06 94,932 1.2 lWC 1992, Cuw町dm母1開5

ハeンドウイルカ 316,935 04 126,774 1.6 lWC 1993, CruwMdin唱1995

カマイルカ 9叩，αlO 0 I 114,000 1.5 Miy•点ito l田•3, Cuw副臨1995

セミイルカ 3肌L冊。 0.08 24，阻JO 0.3 Miy同曲l四・3,Cotwrudine 1995 

サラワタイルカ 東側 289,300 0.2 49,181 0.6 Wadea.i叫 G百todct悼 I四・3,c .... 百世田 I押 5

イシイルカ 443,000 0.2 79,740 1.0 !WC 1993, Cuword出 I押5

スナメり 滋戸内海 5，α却 0.04 2曲 。。 Ks~’•y•Md Kurぬo1979, c問、Mdinc1995 

シロイルカ アラスカ 5,8凹 1.0 5,8回 0.1 IWC 1992, Corwudi田 1995

ロγア 27，冊。 1.0 27,C叩 0.3 !WCI四LC虹word回 1995

J、クジラ癌 5,079,845 65 6 

甑類合計 7,739,390 1倒 .0

co 
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ト3.北大西洋

種類 海域

ンロナガスクγヲ テ’ンマーヲ

アイスラン

ナカ．スクシ．ラ

イワシクシ．ラ

ミンククシ’ラ

サ・トウクン’ラ

セミナシ’ラ Nova 

ホッキョククシ．ラ

ヒゲクジラ類

マツコウクシ．ラ

シャチ アイスランド

キヲトックリクシ．ラ 71スランド

ヒレナfゴント＇？クグラ 東側

ハナ‘ン’ロカマイ＂カ 7イスフント

タイセイヨウカマイJレカ 7イスランド

ネス．ミイルカ 7イスラント

シロイルカ カナタ’

ロンア

イッカタ 北極

ハクジラ額

鯨類合計

資源量 平均体重

（頭） （トン）

500 69.2 

878 69.2 

22,800 42.3 

9,250 19.9 

184,255 5.3 

10,600 31.8 

870 55.0 

450 80.0 

190,000 34.3 

5,500 2.4 

44,300 5.4 

778,000 0.8 

13,420 0.23 

38,680 0.2 

28,510 0.06 

45,700 1.0 

9,500 1.0 

28,000 1.2 

生物盤 %。r 引用文献

（トン） 柏田1

34,600 0.3 良句叫kru>dJ叩 .g釘叫 19&1曾 s;guo加 SSOl1IU吋 v；~＂＂拙＇ 199&

60,758 0.6 s;gurj6田田nw d V1kingsson 1998 

964,440 9.7 NAN制 CO1997, Si思町6ns田n阻 dV仏ing誌on1998 

184,075 1.8 NAMMCO 1997, Sig町6nss叩皿dVikings田n1998 

976,552 9.8 NAMMCO 1997, Si伊珂6nss叩叩dVikings田n1998 

337,080 3.3 Smith et al. 1999, Sig吋6田 sonand Vikingssan 1998 

47,850 0.5 !WC 1986, Canvardine 1995 

36,000 0.4 Zeh et al. 1993, C釘W百<line1995 

2,641,354 26.1 

6,517,000 65.4 脳ce1989, Sig明白鎚on皿 dVikings田口 1998

12,925 0.1 Chris岡田n1982, Sig町jonsson聞dVikings田n1998 

240,017 2.4 Benjaminsen 1972, SigurJo"5son and Yikingsson 1998 

622,400 6.2 Evans 1987, !WC 1993 

3,087 0.0 Carwnrdine 1995, Sig1町ODS叩n四dVi成ings田n1998 

7,349 0.1 Watson 1981, Sigurjons田n阻 dVil也1gs田n1998 

1,711 0.0 Can•四dine 1995, Sig明ens剛 山？Vikings馴 1998

45,700 0.5 !WC 1992, C釘、四reline1995 

9,500 0.1 耳NC1992, Canvardine 1995 

33,600 0.3 !WC 1992, Carwardine 1995 

7,493,289 73.9 

10,134,643 1曲.o

17-
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表2. 3返りの方法による各鯨種のB閲摂僻致

2-1.南半球海域（インド洋含む）

種類 平均体護 方法－I 方法・2 方法－3
｛トン｝ 体g) 日 (kg) 目 。《g) ろも

ヒゲクジラ類
シロナヵ・スクシ．ラ 83.0 829.9 1.0 1,320.l 1.6 2,905.0 3.5 

ピグミーシロナカ．スナシ．ラ 68.9 732.6 I.I 1,141.0 1.7 2,411.5 3.5 

ナずスクγラ 48.0 575.0 1.2 859.7 1.8 1,680.0 3.5 

イワシクシ’ラ 17.5 292.5 1.7 390.2 2.2 612.5 3.5 

ニタリクシ．ラ 13.2 242.1 1.8 312.9 2.4 462.0 3.5 

ミンククシ．ラ 7.0 158.3 2.3 190.4 2.7 245.0 3.5 

ずトウクシ．ラ 26.5 386.2 1.5 540.0 2.0 927.5 3.5 

セミクシ’ラ 55‘。 629.9 I.I 956.4 1.7 1,925.0 3.5 

ハクジラ類
マツコウデシヲ 27.0 391‘1 1.4 468.0 1.7 945.0 3.5 

アカホ．ウクグラ科鯨類 7.0 158.3 2.3 162.6 2.3 245.0 3.5 

γャチ 4.0 !08.8 2.7 !04.9 2.6 140.0 3.5 
ヒレナカ．コ．ンドウクシ．ラ 0.8 37.0 4.6 29.8 3.7 28.0 3.5 

タンクラカマイル方 0.1 9.2 9.2 5.8 5.8 3.5 3.5 

2-2.北太平洋

種類 平均体重 方法ーI 方法－2 方法・3
｛トン） ホg) 日 向） % 申書） ちも

ヒグクジ．スクラシ菱．自ラ
シロナカ 69.2 734.7 I.I 977.8 1.4 2,422サO 3.5 

ナjJ＇スクシ．ラ 42.3 528.3 1.2 665.1 1.6 1,480.5 3.5 

イワシクシ．ラ 19.9 318.8 1.6 368.5 1.9 696.5 3.5 

ニ~~クシ．ラ 13.2 242.l 1.8 267.2 2.0 462.0 3白5

ミンククシ．ラ 5.3 131.4 2.5 130.8 2.5 185.5 3.5 

ずトウクシ．ラ 31.8 436.4 1.4 531.9 1.7 1,113.0 3.5 

セミクシ．ラ 55.0 629.9 I.I 816.9 1.5 1,925.0 3.5 

ホッキョククシ．ラ 80.0 809.7 1.0 1095.4 1.4 2,800.0 3.5 

コクタシ’ラ 25.0 371.4 1.5 440.6 1.8 875.0 3.5 

ハクジラ類
マツコウヲシ．ラ 34.3 459.l 1.3 564.4 1.6 1,200.5 3.5 

7チクシ．ラ 13.0 239.7 1.8 264.0 2.0 455.0 3.5 

コピレコ．ンドウ 2.5 79.4 3.2 72.6 2.9 87.5 3.5 

オキゴンドウ 1.7 60.l 3.6 52.4 3.2 57.8 3.5 

J、ナゴンドウ 0.4 23.3 5.8 17.3 4.3 14.0 3.5 

マイルカ 0.09 8.6 9.5 5.4 6.0 3.2 3.5 

；（：／イルカ 0.1 !0.4 自7 6.7 5.6 4.2 3.5 

マj＇ライルカ 0.1 9.2 9.2 5.8 5.8 3.5 3.5 

ハ5〆ナカ．イルカ 0.06 6.5 10.9 3.9 6.5 2.1 3.5 

ハ’ンドウイルカ 0.4 23.3 5.8 17.3 4.3 14.0 3.5 

カマイルカ 0.1 10.4 日7 6.7 5.6 4.2 3.5 

セミイルカ 0.08 7.9 9.9 4.9 6.1 2.8 3.5 

サラワタイルカ 0.2 13.1 7.7 8.8 5.2 6.0 3.5 

イシイルカ 0.2 13.6 7.6 9.3 5.1 6.3 3.5 

スナメリ 0.04 5.0 12.4 2.9 7.1 1.4 3.5 
シロイルカ 1.0 43.0 4.3 35.4 3.5 35.0 3.5 

-18ー
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2・3.北大西洋

種類 平均体重 方法ーl 方法－2

（トン） (kg) 号も (kg) % 

ヒククジラ
シロナガスクシザラ 69.2 734.7 1.1 977.8 1.4 
ナカザスクγラ 42.3 528.3 1.2 665.l 1.6 

イワシクγラ 19.9 318.8 1.6 368.5 1.9 

ミンククシヲ 5.3 131.4 2.5 130.8 2.5 

ザトウクγラ 31.8 436.4 1.4 531.9 1.7 

セミクジラ 55.0 629.9 1.1 816.9 1.5 

ホッキョククγラ 80.0 809.7 1.0 1,095.4 1.4 

ハクジラ類
マツコウクシ’ラ 34.3 459.1 1.3 564.4 1.6 

シャチ 2.4 76.2 3.2 69.2 2.9 

キタトックりクγラ 5.4 133.3 2.5 133.1 2.5 

ヒレナガコザンドウクγラ 0.8 37.0 4.6 29.8 3.7 

ハナγロカマイルカ 0.23 16.1 7.0 11.2 4.9 

ヲイセイヨウカマイ／レカ 0.2 14.l 7.4 9.7 5.1 

ネズミイルカ 0.06 6.5 10.9 3.9 6.5 

シロイルカ 1.0 43.0 4.3 35.4 3.5 

イッ刃タ 1.2 48.6 4.0 40.9 3.4 

表3. 3通りの方法による各鯨種の年間摂餌盤

3-1.南半球海域（インド洋含む）

磁 鎖 万1去－1 万f去開2
（トン） （トン）

Yロ171スタシ7 184,780 293,910 

ピグミーシロナがスクグラ 1,149,787 1,790,773 
ナヵ＂；，クシ’ラ 3,777,864 5,648,471 
イワシクγラ 1,814,791 2,420,997 
ニタHクγラ 6,893,207 8,907,390 
ミンククγラ 43,968,586 52,886,266 
ずトウクγラ 2,114,502 2,956,237 
セミクシ’ラ 1,291,256 1,960,548 

ヒゲクジラ類 61,194,772 76,864,592 

マツコウクシマラ 41,395,571 49,533,532 

アカホ’ウクγラ科鯨、類 34,608,650 35,553,475 

シャチ 3,176,964 3,063, 701 
ヒレナヵ・ゴンドウクシ．ラ 2,701,733 2,172,166 

ゲンゲラカマイルカ 482,953 306,977 

ハクジラ類 82,365,871 90,629,851 

鯨類全体 143,560,643 167,494,443 

-19-

方法四3

(kg) % 

2,422.0 3.5 

1,480.5 3.5 
696.5 3.5 

185.5 3.5 
1,113.0 3.5 

1,925.0 3.5 

2,800.0 3.5 

1,200.5 3.5 

82.3 3.5 
189.6 3.5 

28.0 3.5 

8.1 3.5 

6.7 3.5 

2.1 3.5 

35.0 3.5 
42.0 3.5 

万法－3
（トン）

646,798 

3,784,849 
11,037,600 
3,800,563 
13, 153,140 
68,052,425 
5,078,063 
3,945,942 

109,499,380 

100,028,250 

53,565,575 
4,088,000 

2,044,000 

183,960 

159,909, 785 

269,409,165 
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3・2.北太平洋

種額
シロナカスクシ7 曹司＂噌，，、， , 、， ー” i，、J--Y、J ... ' .. '• 
ナガスクγラ 3,205,914 4,035,800 8,983,859 

イワシクγラ 1,059,966 1,225,360 2,315,967 

ニタりクγラ 1,935,489 2,136,077 3,693,166 

ミンククγラ 1,563,236 1,556,213 2,207,265 

ザトウクγラ 318,565 388,306 812,490 

セミタγラ 45,985 59,632 140,525 

ホッキョククシラ 2,216,530 2,998,639 7,665,000 

コククシラ 2,862,279 3,395,318 6,742,964 

ヒゲクジラ類 13,637,039 16,366,384 33,975,684 

マツチツコクワγヲラシア 17,110,630 21,035,631 44,743,691 
513,479 565,717 974,860 

コピレゴンドウ 2,594,148 2,372,265 2,858,470 
オキコvンドウ 1,060,233 ヲ25,078 1,018,567 

ハナコ’ンドワ 707,759 526,162 425,975 

マイ／レカ 9,935,792 6,240,699 3,655,285 

スグイルカ 5,630,969 3,653,692 2,277,885 

マグライルカ 5,976,540 3,798,841 2,276,505 

ハシナガイルカ 3,768,468 2,260,983 1,212, 756 

ハツドウイルカ 2,690,869 2,000,445 1,619,538 

カマイ／vカ 3,600,122 2,335,963 1,456,350 

セミイルカ 866,430 537,012 306,600 

サラワタイルカ 1,384,495 934,401 628,287 

イシイルカ 2,202,817 1,496,324 1,018,679 

スナメり 9,076 5,201 2,555 

シロイルカ 514,536 424,246 419,020 

ハクジラ類 58,566,363 49,112,661 64,895,024 

72,203,403 65,479,045 98,870,707 

3・3.北大西洋

種類
シロT/1スタγ7 』，、JJ r’..，.i 一τ司＂，見3、，、， a』，a同 a、、，’
ナガスクγラ 4,396,682 5,534,811 12,320,721 

イワシタシヲ 1,076,256 1,244,191 2,351,558 

ミンククシラ 8,835,401 8,795,707 12,475,445 

ザトウクγラ 1,688,3ヲ6 2,058,021 4,306,197 

セミクγラ 200,034 259,398 611,284 

ホッキョククγラ 132,992 179,918 459,900 

ヒゲクジラ類 16,699,301 18,563,855 33,743,299 

マシャツコチワタシ7 31,837,783 39,141,040 83,254,675 

152,940 138,884 165,117 

キタトックリクγラ 2,155,847 2,151,509 3,066,222 

ヒレナガコツドウクγラ 10,509,742 8,449,724 7,951,160 

ハナγロカマイルカ 78,642 54,920 39,431 

タイセイヨウカマイ／レカ 199,431 136,299 93,886 

ネズミイルカ 67,905 40,741 21,853 

シロイルカ 865,927 713,974 705,180 

イッカク 496,308 417,735 429,240 

ハクジラ類 46,364,525 51,244,827 95,726,764 

63,063,826 69,808,682 129,470,063 
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表4 各海域での3通りの方法による鯨類の年間摂餌盈

海域 方法ー1 方法－2 fj該；1
（トン） （トン） （トン）

南半球海域（インド洋含む）

ヒゲクジラ類 61,194,772 76,864,592 109,499,380 

ハクジラ類 82,365,871 90,629,851 159,909, 785 

綴類全体 143,560,643 167,494,443 269,409,165 

北太平洋

ヒゲクジラ類 13,637,039 16,366,384 33,975,684 

ハクジラ類 58,566,363 49,112,661 64,895,024 

鯨類全体 72,203,403 65,479,045 98,870,707 

北大西洋

ヒゲクジラ類 16,699,301 18,563,855 33,743,299 

ハクジラ類 46,364,525 51,244,827 95,726,764 

鮫類全体 63,063,826 69,808,682 129,470,063 

合計

ヒゲクジラ類 91,531,112 111,794,832 177,218,362 

ハクジラ類 187,296, 760 190,987,338 320,531,573 

車京類全体 278,827,872 302,782,170 497,749,935 

J町法 l

一

副

ド

平

一

長

剖

太

加

一

且
F
U、九

川
「
叫

北大西洋

品.; 

南半球海峻（インド洋含む）

亡コ ・ハヲジラ類

図 I. 3通りの方法で算出した各海域での鯨類の年間食物消旋盤（南半球海域（インド洋合む）、北

太平洋、北大西洋）。
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(x 108 t) 
6.0寸一一一一一一

同海洋での漁業による生産量産（1994)

掴ヒゲクジラ類
4.5寸「「

し」 ハクジラ類

3.0 

1.5 

。
方法ー1 方法司Z 方法『3

図2.世界の海洋での漁業による生産援（1994年 FA01997）と 3通りの

方法で算出した鯨類の年間食物i詰焚致。

日本鯨類研究所関連トピックス（1999年間～5月｝

公益法人の業務汲ぴ財務状況の検査の実

施

3月213水産庁遼洋課松岡課長補佐外によ

る事業の巡営状況等についての検査を受けた。

国需要シンポジウム f野生生物資源の保

全・利用の将来像jの開催

3月5目、共用会議所（東京・三国）におい

て、比較法文化学会・外務省の主催、水産庁・

（社）自然資源保全協会・当研究所の後援によ

り擦記シンポジウムが開催された。

今日、絶滅や回復不可能な破壊を避け、将来

にわたる利用を閉ざさぬように資滋・環境を利

用するという持続的利用に対する関心が高まっ

ている。こうした動向を広く一般に紹介し、異

文化の相互理解に根ざした資源保全議論に寄与

するという趣旨で、内外の学識経験者5名によ

る講演と参加者を交えた討論が行われた。当研

究所からは、大関理事長以下役職員5名が参加

した。グッドマン氏が講演を行い、飯野法学研

究室長が座長を務めた。

第51回IWC年次会議対策NGO会議の開催

第51回!WC年次会議に向けて、鯨類資源の持

続的利用という原則を共にする層内外のNGO

が、共同歩調をとるために意見交換を行い、活

動の諮整を行うための会議が3月15、16日の2

aにわたり海外漁業協力財団で開催された。会

議には当研究所より大隅理事長以下役職員13名

が参加した。

職員の採用汲ぴ退職

4月1臼付で、調査部採集認査室研究員に大

谷誠司を、研究部付研究員畷託として吉岡英可

を採用した。また、 3.Fl 31日付で研究部生態系

研究室主任研究員畷託市橋秀樹が退職した。

海洋生物資源管理と貿易等の問題に関す

る円卓会議の開催

近年、鯨類を含むi海洋生物資源の保存管理に

2
 

n
L
 



第402号 1999年 6月

隠して定められている園際的保容管理由昔畿の博

外で操業する非加盤国飴や便笈鐙籍船が問題と

なっており、これに対応する手段としての貿易

関連矯援に関心が高まっている。当研究所では、

このような現状を受け、霊童易を合む市場全体を

も視野に入れた包括的漁業管理のコンセプトな

らびにその具体的実施手段を検討することを目

的とした円卓会議を、国内外より5名の学識経

験者を招蒋し、 4月6Bから 8Bまで海外漁業

協力財毘において開催した。会議には山村理事

以下役職員8名が参加した。

第51回IWC年次会議事前説明会の関僕

4 J'.130日から 5月28呂にかけて、グレナダ国

で開催される第51回!WC年次会識を前にして、

水産庁、日本捕鯨協会等と協力し、全国各地で

事前説明会をllil催し、当研究所から大隅理事長、

猪語調理事、山村王聖書評が参加した。

第12次南極海宣車類捕獲調査船団の帰港

南綴i怪鯨類捕獲調査船団が4J'.126日、調査母

船日新丸及び問視調査船第2共新丸が東京港大

井水産埠頭、に、目視採集船第 l京丸と第25利丸

が下関港に、 5語新丸が因島市岡熊港にそれぞれ

帰港した。

今回の調盗は、昨年11月19日に発生した調査

母船日新丸の火災事故により、調査紛団全紛が

一時帰国し、本年 l月5日に認査母船が再出港

したことから、例年より調査開始及び帰港が退

くなった。調査海域は、商終60）吏以南の第V区

全域（東経130皮～西経170皮）と第VI区の西海

域（西経170度～西経145皮〕を調査し、南緯30

度～60度の海域は往復航海中に目視調査を実施

した。第VI区での採室長標本数の半数以上が未成

熟であったこと、 V区西側を徐き妊娠継が綴織

に少なかったこと、近年発見数が増加していた

ザトウクジラやミナミトックリクジラの発見数

が滅り、ミンククジラの発見数が多かったこと
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が特徴付けられる。

第12次南極海鯨類捕獲調査副産物品見会

の開催

12南副産物の凍結方法が元箱による急速凍結

からクロス袋を使用した管棚式エアプラスト凍

結となった為、属産物の凍結方法が従来品と異

なること、又、グレーズがされておらず、民つ、

袋毎の露盤を陸鏑げ後の検貿により確認してい

る現状を販売前に流通関係者に見てもらってお

く必要から、品見会を4月29羽、日水大井冷綴

庫において、約100名の参加者を得て開催した。

第51回IWC年次会議の開催

グレナダ閣の首都セントジョーンズにおい

て、 4月30日から5月15日まで科学委員会関係

会惑が、次いで捻殺方法ワークショップ及び各

認作業部会を挟んで、 5月24日から28日まで本

会議が隠｛撞された。当研究所から科学委員会に

は大縞理事長、山村理事、田中顧問他6名が、

本会議には大隅理事長、山村理容他5名が参加

した。

本会議では、今年も捕鯨支持国と反捕鯨閣の

対立関係が全ての議題について罰定化し、反捕

鯨国側は数の力で決議を押し通した。

新聞広告の掲載

第51回!WC年次総会の関｛遣に呼応して、 5月

23日～25日に掛けて、全園紙の朝日、毎日、読

売、日経、産経の5紙と東京新関にlli研究所の

主張についての2意見広告を掲絞した。

これに対する反撃事は大きく、 77ツクス、手

紙、官電話でご主主見を多数頂講義したが、激励を内

容とするものがほとんどで、鯨問題の現状を知

りたい、広告で鯨類の魚等の消鍵盤を知った等

の窓見が多く、反捕鯨を内容とするものは極く

一部であった。
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日本鯨類研究所関連出版物等（1999年間～5月）

［印刷物］

当研究所：これからのクジラと人との関係はどうあるべきでしょうかれ日本鯨類研究所・海の幸に
感謝する会， 1999/4.

当研究所：τ'heTenth International Whaling Symposium Report of the Round-Table Conference on 

Conservation and Management of M古田eL!vmg Resources加 dInternational Trade Policy 

The Institu怯 ofCe旬ceanResearch, 1999/4. 

当研究所： WhalesCompete wi由民shermenfor Limited Resources.百eInstitute of Ce担ce副主e配置ch

／τ'he Riches of the Sea, 1999/4. 

当研究所： NORTHWESTERNPACIFIC MINKE WHALE RESEARCH PROGRAM. The Institute of 

Cetacean Research, 1鈎9/5.

当研究所： WHATHAS BEEN ACHIEVED BY THE JAPANESE WHALE RESEARCH PROGRAM 

UNDER SPECIAL PERMIT INτ1-IE WESTERN NORTII PACIFIC OARPN〕．百四Instituteof 
Cetacean Research, 19鈎／5.

当研究所・（新聞広告） 76万頭。南氷洋では76万頭のミンク鯨が生息。 i鹿切な管理下で合壊的に利用
すればその数が減ることはありません。朝日新聞・読売新聞.il室経新聞・東京新聞・毎日

新潟・日本経済新関， 1999/5/23.～5/25.

袴岡高志・ヒッター フィッタープログラムについて。鯨研通信， 401:1-8,1999/3. 

Ish呂田、明日.，A血 as北i，狂，Dohguchi,H., Furuya, A and Suzuki, K : Immunohistological D拍註ibutions

of Fibronectin, Tenascin, Type I , Ill and N Collagens, and Laminin during Tooth 

Development and Dogene回世間inFetuses of Minke Whale, Balaenoptera acutorostra臼，J.Vet. 
Med. Sci. 61(3):227-232, 1999. 

Linds甘;6m,U., Fujise, Y., Haug, T.叩 dTamura, T. Feeding Habits of Wes担rnNorth Pacfic Minke 

Whales, Balaenoptera acutorostrata, as Observed m July・但September1996. Rep int.叩＇hal.
Commn 48:463-469, 1998. 

Nagasawa, K, Yamada, K T. and Ishikawa, H . : Measurements of the Skelton of a minke whale 

(Bal附 wpteraacutorostrata) from血eAntarctic Ocean Bulletin of the Yamagata Prefectural 
Museum 20:1-19, 1998/10. 

大隅消治．第51殴!WC総会特然振り子は必ず戻る。水産タイムス， 1999/5/10.‘

大綱泊治提言北太平洋の新調盗準鍛。みなと新聞， 1999/5/20.

大潟裕治：インタピュー北太平洋ミンククジラ 捕獲滋算出に努力ロシアと共同調査へ JARPN

はまとめに。日刊水産経済新関， 1999/5/21.

Pastene, LA, Goto, M.皿dKishino, H.:An Estimate of the M四ngProportion of＇］＇聞 d'01Stocks Minke 

Whales in Sub-Area 11 Based on M加chonむ包lDNAHaplo句碑Da匂.R叩・ int，叩・hal.Commn 
48:471-474, 1998. 

島一雄第51回IWC総会特集年次総会を迎えて 魚食国のリーダーとして。水産タイムス

1999/5/10. 

島一雄提言南氷洋は世界の食糧陣。みなと新聞， 1999/5/20.

島一雄：捕鯨座談会 グローバルな視点が必要しんどいが粘り強く主張。日干lj水産経済新関，

1999/5/21. 
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［第51IEllWC科学委員会関係会議提出文鶴
Abe,H.,Go旬 M.,Ka脂U血a包，Y.,Mizutani, M.皿 dPastene L.A: Prelimin田ymicro国民lli匝 DNAanalysis 

ぬ investigatestock structure in the Antarctic minke whales (Balaenoptera acu佃rostrata)
SC/51/CAWS 9. 12pp. 

Butte開 orth,D.S., Punt, AE., Fujise, Y.叩 dKato, H.: Do the JARPA 認e-structureda阻 forSouthern 
Hemisphere minke whales pro吋de皿d1cationthat commercial selectivity could have been 

age-specific for higher ages:’SC/51/CAWS 21. lOpp. 
En叩 r,P., Sekiguchi, K, Doher全y,J.，回eivane,I., Lj四 gblad,D., Marques, F., Ma匂uo泊，K,Nari匂， H.,

Pi岡田，R出 dS依剖，K:l99品99IWじSouthernO由加whale四 decosys匝mresearch (IWC. 
SOWER) Antarctic cruise, Areas 盟国dIV. SC/51/C迅，ws6. 6lpp. 

F吋i田， Y.阻 dOhsumi, S.: Progress of血eOU包囲泌ng同 法制identifiedat也eJARPA review mee伽 g.

SC/51/CAWS 13. 5pp. 

FUJ！間，Y.,T；自国間，T.,Ich!hash1, H.血 dE日sh恒o,H. Further examinations Segrega邑onpa壮emof minke 
whales泊血eAn旬民世cArea IV using a logis邑cregression model，明白conside回目onson出e
pack ice dis凶bu邑on.SC/51/CAWS 18. 18pp. 

Goto, M.叩 dPastene, LA Genetic Population structure皿出ewestern North Pacific皿inkewhale 
exa血 inedby mtDNA control region sequencing analysis. SC/51/RMP 8. 12pp. 

Insti加teof Ce担問anResearch.: Research acti吟世田of出eIns担胎怯 ofCetacean Research侭AICR)May 
1998-April 1999. SC/51/0 6. 29pp. 

Matsuoka, K., Watanabe, A., Ichii, T., Shimada，日.and Nishiwaki, S.: Application of出eXCTD 
0開 祖ographicsurvey in血eAn担rcticAreas IIIE and IV (35°E-13(}<>E) during 1997 /98 JARPA 

cruise. SC/51/E 5. llpp. 

Miyashi也，T.,Ha回nal坦， H.皿 dOhsumi, S. Some cons1de四 lionson within・ stock s加IC卸rehypothesis 
for the western North Pacific Bryde's stock using CPUE da恒 SC/51/RMP6. lOpp. 

Nishiwaki, S, Tohya血 a,D., Yuzu, S., B皿 do,T., Wa阻nabe,M., Ki旬j凶 a,A, Takeda, S., Mu回配， H.,
O加se,S., Ohkubo, J., Tsutsui, S., T：必至a匝uki,M.回 dKinoshi民 T.:Cruise丑.eportof出e
Japanese Whale Research Prog回血 underSpecial Permit m出eAntarctic GARPA) Area V 

叩 dw由民mpart of area V1in1998/99. SC/51/CAWS 10. 20pp. 
Pastene, L.A阻 dGoto M Further spatial and temporal analysis of mitochonむialDNA vanation m 

盟問ke.whales from Areas III and lV cons1derat10ns on the pack-ice distribution. 
SC/51/CAWS 11. llpp. 

Pastene, L.A血 dGo加， M.:Re・吋ewof出estudies on stock identity in the minke whale Balaenoptera 
acutorostrata from the Southern Hemisphere. SC/51/CAWS 30. 28pp. 

Pastene, L.A, Goto, M.田 dFujise Y目： Reviewof the Studies on stock iden呂町 inthe minke whale 
Balaenopt町aacutorostrata在omthe North pacific. SC/51/RMP 15. 28pp. 

Polacheck, T., Dobbie, M., Fujise, Y.目印dKato, H.: Spatial皿 dTempo悶ldis出butionof ages of southern 
hemisphere minke whales m com皿 ercialand JARPA catches m areas IV and V. 
SC/51/CAWS 31. 32pp. 

Sh1gemune, H , Y：百nam祖国， K,Ohsumi,S阻 dHa回1aka,H τhe plausibility of catch records of Bryde's 
whales repo自 dby the former USSR Government SC/51/RMP 2. 27pp. 

Tanabe, S., Aono, S., Fui1ta, K, N計四回， H,Fuji間， Y・sKato, H.叩 dTatsukawa R Temporal trend of 
persistent org四 ochlorineresidues in minke whale (Balaenoptera acutorostrata) collected 
世omthe Antarctic during 1984-1995. SC/51/E 4. 8pp. 

Tana!《a,S. Bias in density esti皿ateswhen也espeed of whale sampling vessels 1s reduced in high 
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density are田 SC/51/CAWS12. 18pp. 

Zenitan~ R, Fujise, Y., Ma恒uoka,K, T：制ura,T., B皿 do,T., Ichihaぬ1,H., Shimokawa, T.，除asne出o,

AS., Taguchi F .. Kinoshita, T., Mori, M., Wa回 abe,M., Ichinomiya, D., Nak町nura,M., 

S母国i,K,Ma白出品田， K,f匂皿ei,H.阻 dTohy副na,D. Cruise report of the Japanese whale 

re配置chprog回皿田derspec凶 permit初出eNo地 Pacific恒 1998.SC/51/RMP 7. 20pp. 

［第51JEllWC科学委員会関係作業文鶴

A出son,C., B回吋ngton,M., Brownell, R, Butterworth, D.S., Go旬，M.,Ha旬2母国，H.,Hammond, P., Ka旬，

H., Miyashi回，T.,Ohsumi, S., Palka, D., Pastene, LA, Perrin, W., Polacheck, T., Punt, A血 d

Smi出，T.:Report of the North pacific Bryde's 1皿plementationsimulation trials intersessional 

B皿ailcorrespondence group. BW /WP 1. 

Bu仕erworth,D S担 dMa脂uoka,K Su皿皿田yof Antarctic survey加fo四盟国nfor blue叩 dhumpback 

whales. CAWS/WP 12. 

Carlson, C., Ga皿bell,R.阻 dPastene, LA . Access to the Antarctic humpback whale catalogue. 

CAWS/WP18. 

Ha祖naka,H., Ohsumi, S., Kato, H.皿 dMiyashi匂， T.:On the Bryde1s catches by USSR血血eNorth 

pacific-Comments on SC/51／豆MP2ふ.RMP/WPll.

Hedley, S., Brown, M., Bu仕e即 0地， D.S.,Clarke, C., Cooke, J., Ensor, P., Findlay, K, Leaper, R., 
Matsuoka, K, Nishiwaki, S., Palka, S., Polacheclι1仁田dSmi出， T.:Draft report of也e

SOV陪宜田alystsworking group. CAWS/WP 24. 

Kato, H., B血 nister,J.L., Bes~ P., Brown, M., Brownell, R., Donovan, G.P., Ensor, P., Findlay, K, Hedley, 
S., Matsuoka, K, Pas恒ne,LA叩 dVan Waerebeek, K: Report of血eadhoc working group 

拍 planlogistic aspec包of血e1999/2000釦 dft血 reSOWERcru路es.CAWS/WP 20. 
Shigemune，註．出dY副岡田ura,K.τ'he co皿parisonof田.pacitybetween USS主回dJapanese fleets. 

BWハ¥1'3.
Smi出，T.,Hatanal由，H.,Ha皿mond,P.,Ka加，H.,Fujise, Y., Morishi旬，J..Pastene, LA, Sh加国おu,Y.国 d

Walloe, L.: D阻止 ternsof回 ferenefor review of Jap田 eseWhale research prog悶munder 

special permit for North pac出cminke whale: JA豆PN.SC/51/WP 14. 

［放送・講演］

Goo也n四， D.・国際掠鯨委員会一失われたバランスの回復比較法文化学会層際シンポジウム野生

生物資滋の保全・利用の将来像。三国共用会議所， 1999/3/5.

［新聞記事］（日鯨研所滋記率ファイルより抜粋）

・野生生物資源の利用で 5日に国際シンポ外務省等：みなと新関 1999/3/3.

－海の幸フェスティパル 21日、道場六三郎さんが特別出演：日刊水産通信 1999/3/5.

・野生生物望遠擦でシンポ外務省など臭文化の相互理解へ．日刊水産経済新関 1999/3/8.

・豊富フェスティパル鯨肉を安値で販売 14日築地で：新水産新関 1999/3/11.
・フリーマン教授が持続的利用で講演比絞法文化学会．新水産新潟 1999/3/11.

7000人以上が来場築地で鯨フェスティバル：みなと新関 1999/3/16.

－南大洋鯨類語審査が終了 調査船2！以前甚 シロナガス調査も順調：みなと新聞 1999/3/24.

第三回「海の幸フェスティパルJマグロや鯨の試食に行列慈天候の中を 二千人が参加し漁業問

題を理解：日刊水庭通信1的9/3/24.

・SOWER認まま紛計画を消化し帰滋．日刊水産通信 1999/3/24.
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－昭南丸など悶j甫に帰港 SOWER、シロナガスクジラ認査：日刊水産経済新関 1999/3/24.

・g視船が帰港シロナガス調査．水産タイムス 1999/3/29.

. 12日築地で!WC会議事前説明会：みなと新聞 19鈎／4/1.

－望遠滋管理と貿易の在り方 きょうから8日まで東京で円卓会議鯨研．みなと新聞 1999/4/6.

－海洋水産資源と貿易に関する円卓会議 ミクドーマン議長会見市場コントロールを利用した資源

管理 f依重に検討jで一致：呂刊水産経済新関 1999/4/13.

－貿易規制は資源保護に効果約塁塁線管現と貿易に関する円卓会議 マクドーマン教授が会見多数

国の理解が不可欠：みなと新関 1999/4/13.

－資源管理とf!l~の円卓会議 wro合法的な貿易措鐙を マクドーマン氏が会見し結果報告．日刊

水産通信 199ヨ／4/13.

・食料供給の可能性追求 科学的望遠源管理のもとに RMS完成と摘鈎モラトリアム完全撤廃を

!WC会合へ説明会：日刊水産経済新関 1999/4/14.

・第51回 !WC年次会合 5月24日～28日グレナダで関会基本姿勢「持続的利用」を焚く RMSの

下で捕鯨再開目指す 日刊水産通信 19宮9/4/14.

－政府が！WC対処方針を説明 RMS修正案提出 グリーンピース出席排除、を勧告：みなと新聞

19宮9/4/14.

. !WC説明会開催 島代表反披露事勢力の矛盾指摘・水産タイムス 1999/4/19.

・モラトリアム廃止など姿求 第51回!WC総会で：水産タイムス 1999/4/19.

・マクドーマン教授会見「資源管理へ世界が努力を」 ・水産タイムス 19鈎／4/19.

・仙台で!WC会議事前説明会捕鯨を守る会東北支部：みなと新聞 1999/4/19.

. !WC年次会議控え今年も支援会合開傑：日刊水産通信 1999/4/20.

・2ま易と資源保護は両立可能マクドーマン議長が記者会見鯨f!il主催の円卓会議開く．新水産新j懇

1999/4/21. 

. 27日に摘鯨と食文化を守る会捕鯨再開へ国内世論理提起・みなと新聞 1999/4/21.

・22日に摘豊富議連総会第51国!WC対応で：みなと新関 1999/4/21.

玉潔会長資源の有効利用で 「捕鯨再開めざすJ自民党捕鯨議迷・みなと新聞 1鈎9/4/23.

・自民、民主が捕鯨言語返の総会政府と一体で捕館の再開をめざす 日刊水産通信 1999/4/26.

－世界の鯨類年j習捕食数 日本鯨類研究所がまとむ漁業生産盤の3～6倍海洋生態系全体の管理

など提言：因子日水産通信 19宮9/4/26.

－捕鯨の重要性を世論反紋 日野会長民主党捕鯨対策協議会みなと新聞 1999/4/26.

. !WC年次会合控え 田中会長掠鯨再開へ不退転の決窓大阪で事前説明会開催：みなと新関

1999/4/26. 

来月24日から!WC会合 毘本経済新聞 l鈎9/4/27.

・鯨類調査擦本採集紛2！主成果挙げ下関帰港：みなと新関 1999/4/27.

. i霞限近い389頭檎獲南氷洋調査捕鯨が終了 日新丸が入港：みなと新開 1999/4/27.

・!WC 5月27臼から本会議 グレナダで科学WGは今月30日から：臼予j水産経済新聞 1999/4/27.

・鯨類調妥母船・日新丸が帰港火災事故克服し調査成果 26日、大井埠援で入港式．日刊水産経済

新開 1999/4/27.

鯨類書司王量紛聞が帰港 ミンク発見数が圧倒j：日刊水産過｛言 1999/4/27.

・鯨類書審査の継続を 捕監事の伝統と食文化を守る会 800人超す参加： iヨ刊水産経済新聞 1999/4/30.

第51回!WC総会特集全国で率前説明会東京・大阪名古震など流通業者に“真実”伝える．

水産タイムス 1999/5/10.

・南氷洋調査捕鯨船団が帰港 389頭、捕獲・新水産新聞 1999/5/11.

. 24日からグレナダで!WC総会資源の持続的利用訴える みなと新聞 1999/5/20.
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日新丸火災で計商変更 ミンク389~買を捕獲： iヨ ftl水産経済新聞 199宮／5/21.

. 51医!WC年次総会始まる 日本、ミンク50頭捕獲枠を妥求へ：みなと新総 199宮／5/25.

・捕鯨符題、日本の要求否決：日本経済新開 1999/5/25.

ミンククジラ捕鯨日本要求 IWC12年連続否決読売新開 1999/5/25.

・認査鍛錬の自粛臼本に要務決議 IWC5年逮綴．読売新関 1999/5/27.

日本の弱査捕館自粛要務を決議 !WC総会．臼本経済新閲 1999/5/27.

．日本の調査捕監事自粛決議・報日新関 1999/5/27.

・医需要捕鯨委 イシイルカ捕獲枠削減決議 日本、退席し抗議．日本経済新聞 1999/5/28.

・調査捕監事自粛を決議 日本は継続の方針 !WC総会・みなと新関 1999/5/28.

. !WC総会南太平洋と南大西洋 f聖域j問題先送り．みなと新開 1999/5/28.

・調査捕鯨の続行淡水次官が強弱 !WC自粛決議受け：読売新関 1999/5/28.

・イルカ檎獲縮小祭 日本が投E震を退席 !WC総会：朝日新関 1999/5/29.

・鯨研がパンフレツト：水産タイムス 1999/5/31.

［雑誌記率］（日露斜計所蔵記事ファイルより抜粋）

・Topics大隅鯨研理事長会見：水産界 19鈎／3.

・大盛況の「全国くじら伝統芸能祭J : ~魚遜倍 1999/4.

．調査母船・日新丸で火災：~魚通信 1999/4.

－第2関田中韓鐙非公式コミッショナー会合：勇魚通信 1999/4.

・SOWER調査船出航： ！語魚通信1鈎9/4.

・外務省、比較法文化学会が国際シンポ開催：水産i恩報 1999/4/1.

・ニュース・ダイジエスト 鯨研が資源管理と潔易に関する円卓会議を閲催．水産週報 1999/4/25.

・800人を超える大盛況に 第12回捕鯨の伝統と食文化を守る会：水産週報 1999/4/1.

－南氷洋鯨類捕獲調査船団帰港：；水藤i恩報 1999/4/1.

－築地で!WC事前説明会．水産週報 1999/4/1.

・一致団結して交渉を 自民党摘豊富議連総会：水産週報 1999/4/1.

－国際捕鯨委員会が開幕 日本側、持続的利用をE霊視：水産週報 1999/4/1.

・GGTと海の幸に感謝する会 カリプ海3国で魚食普及月末～6月初め料理法など紹介：みな

と新随時99/5/26.

京きな魚（編集後記）

カリブ海に浮かぶ王寺国・グレナダで開催され

ていた第51沼!WC会合が終了しました。 !WC会

合は当研究所にとって務大のイベントであり、

また議大の研究発表の場でもあります。今が綴

もホツとする季節です。

さて、本号に掲載したJARPA調査の標本採録

法は、向調査計画成否の根幹に係わる問題です。

著者の藤綴研究部長は、予備認査として始めた

第 1回航海から参画しており、現在は同計画の

実ili'.的資任者として活動しています。

鯨類の食物消霊皇室設に関する論文は、本年2月

のFAO水産委員会で発表されて以来関係分野で

注目を集めています。今聞の!WC会合でも大き

な反響を呼び今後の優先検討課題として取り扱

われることになりました。 6月148にはNHK・

クローズアップ現代でも取り上げられました。

（山村和夫）
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